2.5.3. 教育活動概要 (2.5. 言語情報学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown

































































赤崎 英之 P2P ネットワークにおける範囲を持つ属性をキーとしたコンテンツの共有・検索手法に関する研
究 



































李 思瑶 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決定時点の検出に関する研究 
近年，データマイニングという大規模データ分析技術が注目されており，それに関する数多く






































マンティック Wiki にて Wiki ページを作成した際に生成される RDF(Resource Description 
Framework)ファイルを用いて，オントロジーの自動生成を行い，上述の問題点の解決を試みた．
本アプローチは，セマンティック Wiki により生成される RDF ファイルを用いてオントロジーを
生成しているため，Wiki ページを作成するだけで，オントロジー記述言語 OWL(Web Ontology 
Language)などの知識がなくても簡単にオントロジーを作成することができる．また，本アプロ




① RDF ファイル内の dc:title の値より，owl:Class タグの rdf:ID 属性値を取得 
② RDFファイル内のdcterms:tableOfContentsの値より，rdfs:subClassOfタグのrdf:resource
属性値を取得 
③-1 RDF ファイル内の dcterms:tableOfContents の値の内，前処理で取得した owl:Class タグ
rdf:ID 属性値と共通部分を持つものを取得 
③-2 両方の値の共通部分を削除して，owl:hasValue タグの値とする 
④ owl:hasValue タグの値に対応する Wiki ページの RDF ファイルより，dc:description の頻出
単語を owl:onProperty タグの値として取得 
⑤ owl:onProperty タグと対になる owl:hasValue タグの値を利用して，新しいクラスを生成 



















ハッシュ値と IP アドレスの組み合わせが漏洩してしまい，匿名性が確保できない． 
 そこで本研究では，分散ハッシュテーブルを用いたピュア P2P 環境においてコミュニケーシ





(分散システム講座(高田 II 研)に同じ) 
 
(c) 博士(後期)論文概要 

















(分散システム講座(高田 II 研)に同じ) 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 吉本 道隆, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: ユーザビリティ工学に基づくユーザビリティとセキ
ュリティを両立したセキュリティスキャナのインタフェースの開発と評価, 情報処理学会論文誌, Vol.51, 
No.2, pp.529-541 (Feb. 2010). 
(以上、分散システム講座(高田 II 研)に同じ) 
 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出に関する考察, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, p.43 (Aug. 2009). 
2) 劉 海燕，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web カメラ検索環境の構築に関する考察, 平成 21 年度 電気関係
学会東北支部連合大会 講演論文集, p.63 (Aug. 2009). 
3) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有について, 2009 年ソサイエティ大会講演論文集 (通信講演論文集 2), p.32 
(Sep. 2009). 
4) Masaki Narita, Takashi Katoh, Bhed Bahadur Bista, Toyoo Takata: A Distributed Detecting Method for SYN 
2.5 言語情報学講座 
69 
Flood Attacks and Its Implementation Using Mobile Agents, Multiagent System Technologies―7th German 
Conference, MATES 2009, Hamburg, Germany, September 2009 Proceedings, pp.91-102 (Sep. 2009). 
5) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: UIE を用いた一般ユーザ向けソーシャルエンジニアリン
グ対策教材の評価, 第 8回情報科学技術フォーラム (FIT2009) 講演論文集, pp.607-610 (Sep. 2009). 
6) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: データマイニング実行回数軽減に関する提案, 第 8 回情報科学
技術フォーラム(FIT2009), p.203-204 (Sep. 2009). 
7) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築実験,  
平成 21 年度 電気関係学会東海支部連合大会 講演論文集, o-145 (1 ページ) (Sep. 2009). 
8) 大井 俊介, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: 今後脅威となりうるマルウェア配布元ホストの早期
発見に関する一考察, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.253-258 (Oct. 
2009). 
9) 成田 匡輝, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄: モバイルエージェントを用いた SYN Flood
攻撃に対する分散型検知手法, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.919-924 
(Oct. 2009). 
10) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: DHT を用いたスケーラブルな匿名通信手法の提案, コンピュータ
セキュリティシンポジウム 2009(CSS2009), pp.883-888 (Oct. 2009). 
11) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有手法の提案, 電子情報通信学会技術研究報告 (NS2009-153), pp.65-70 (Jan. 
2010). 
12) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 情報活用環境のソーシャルエンジニアリング対策教材へ
の適用, 2010 年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 3E3-4 (6 pages) 同概要集 p.249 
(Jan. 2010). 
13) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: OpenCL を用いた暗号アルゴリズムの実装と評価, 暗号と情報セ
キュリティシンポジウム (SCIS2010), 予稿集 3C4-2 (6 pages), 同概要集 p.267 (Jan. 2010).  
14) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出法の提案とその評価, 平成 21 年度電子情報通信学会人工知能と知識処理研究会「グリーン AI およ
び一般」講演論文集, pp.1-6 (Jan. 2010). 
15) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築手法に関
する評価, 情報処理学会研究会報告, 2010-EVA-31(3), (6 ページ) (Mar. 2010). 
(以上、分散システム講座(高田 II 研)に同じ) 
 
16) 澤村 隆志, 吉本 道隆, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: アンチウィルスソフトの改善に関する一
提案, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.727-732 (Oct. 2009). 
17) 佐藤 優人, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 画像連想語呂合わせパスワードを利用したパスワード
作成支援システムの改良手法の提案, 2010年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 1E2-4 
(6 pages) 同概要集 p.49 (Jan. 2010). 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
